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この製品は、乾電池（単 4乾電池 3本）またはリチウムイオン
充電池（充電セットのみ）、もしくは USBケーブルによる給電
で動作いたしますが、乾電池が本体にセットされている状態
で USBケーブルによる給電をおこないますと、乾電池に充電
用の電圧がかかるため、乾電池が発熱・液漏れを起こし、本体
の故障や発火等を生じるおそれがあります。

USBケーブルによる給電でご使用の際は、必ず本体内に乾電
池がないことをご確認ください。

※本体にリチウムイオン充電池（充電セットに付属）がセット
されている場合は、USBケーブルによる給電で電池が充電
されますので、問題ありません。

乾電池が本体に入っているときは、
USBケーブルによる給電は絶対に行わないでください。

乾電池で使用する際のご注意重要
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各部の名称1

信号受信部

ディスプレイ

吊り下げ穴

三脚用ネジ穴

スピーカー

電池カバー

電源ボタン

計数モード/左ボタン 履歴表示 / 設定メニュー

信号受信部

℃ / ℉切り替え
/ 右ボタン

赤外線センサー

長押しで電源オン/電源
オフになります。

温度測定モードで押す
と℃・℉の単位を切り替
えます。他のモードでは
右ボタン（プラスボタン）
として機能します。

温度測定モードで短く押すと
計数モードに入ります。他の
モードでは左ボタン（マイナス
ボタン）として機能します。

温度測定モードで短く押すと履
歴表示モードに入ります。長押し
すると設定メニューに入ります。

USB
充電ポート

充電表示部
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本製品の使用方法2

2-1. 電池を入れる
   乾電池を使用する場合

本製品に付属の乾電池ホルダーに、
単 4乾電池 3本（別売）をセットし
てください。電池の向きに注意して
ください（バネのある側がマイナス
極です）。

本体背面の電池カバーを開け、乾
電池ホルダーを入れてください。突
起が向かって右側です。

【 電池カバーを閉めるコツ 】

電池カバーを閉める際に、カバー
裏側の突起が乾電池ホルダーに
当たって閉めにくい場合は、乾電
池ホルダーを指で押さえながら右
側に少しずらすと、カバーを閉める
ことができます。

本製品は、付属の USB給電ケーブ
ルを USB給電ポートに接続して、USB 5V電源から電源を供
給することもできます。USB 5V電源は、スマートフォン充電用
のアダプターや、PC等の USB端子がご利用可能です。

※ 充電セット（バッテリー・ACアダプター）をご購入の場合は、
     付属のアダプターもご使用可能です。
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電源ボタン電源ボタン
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充電表示部充電表示部

   リチウムイオンバッテリーを使用する場合

（充電セットをご購入の場合のみ）
本体背面の電池カバーを開け、付
属のリチウムイオンバッテリーを入
れてください。

※ プラスマイナスを間違えないよ 
     うにしてください。右がプラス極
     です。

バッテリーを入れたら電池カバー
を閉めてください。

付属の ACアダプターを家庭用
100Vコンセントに差し、付属の
USB給電ケーブルをアダプターと
本体の USB給電ポートに接続して
バッテリーを充電してください。充電中は、コネクター横の充電
表示部が赤く点灯します。

※ 初回仕様時は約 20時間以上の充電をおすすめします。

2-2. 電源のON・OFF

本体前面の電源ボタン         を約 2秒
長押しすると、電源を ON/OFFするこ
とができます。
※ 起動時に、設定されている言語名（例：日本語）の音声が流
    れます。
電源 ON直後は、温度測定可能な状態です（温度測定モード）
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1~5cm1~5cm

2-3. 温度の測定
温度測定モードで、本製品のセ
ンサー部に額を約 5㎝以内の
距離に近づけることで、温度を
測定することができます。

※ 手のひら等、他の部位で測定した場合は、温度が低く表示さ
     れる場合があります。

・測定温度が警告値以下のときは、【体温正常】と音声が流れ、
温度表示の下に緑色のバーが表示されます。 ※警告値の初期
値は 37.5℃です。（変更方法は【3-1 F1 警告値の設定】を参
照）

・測定温度が警告値を超えたときは、【体温が高い】と音声が流
れ、温度表示の下に赤色のバーが表示されます。　※温度測
定の上限は 42.9℃です（43.0℃以上でも、42.9℃と表示）

・測定温度が低すぎたり、うまく測定できなかったときは、【あ
らためて測定してください】と音声が流れ、【LO】と表示され、
ディスプレイ下部に赤色のバーが表示されます。
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2-4. 測定履歴の表示
・温度測定モードで         を短く押すと、数字【１】の表示のあと
に、前回測定した温度を表示します。

・さらに右ボタン         を押すと、測定履歴を過去にさかのぼっ
て表示します。左ボタン         を押すと、測定履歴を直近に
戻って表示します。

・測定履歴は、最大で直近の 100回分が保存されます。測定回
数が 100回を超えた場合は、古い履歴が上書きされます。

・電源ボタン        を押すと、温度測定モードに戻ります。
※ 測定履歴を消去するには、【3-5 データの消去・設定のリセッ
ト】を実行します。
その他の設定（警告温度値・温度補正値・言語設定・音量・
カウンター）も初期化されますのでご注意ください。

2-5. 計数モード
・温度測定モードで           を短く押すと、計数モードに入ります。
・計数モードでは、センサー検知した回数を数えることができ
ます。センサー検知すると、表示される数字が１増加します。
温度は測定されません。

・電源ボタン           を押すと、温度測定モードに戻ります。
・ふたたび計数モードに入ると、前回の続きからカウントを続
行します。
※カウンターの値を 0に戻すには、【3-5 データの消去・設定の
リセット】を実行します。
その他の設定（警告温度値・温度補正値・言語設定・音量・
測定履歴）も初期化されますのでご注意ください。
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メニュー設定3

3-1. F1 警告値の設定
設定可能な温度の範囲： 37℃～42℃
(1)         を 3秒間長押ししてメニュー設定に入ります。
(2) 左右のボタン                 を押して図 3-1のように、【F1】を表
示させ、         を押してサブメニューに入ります。

(3) 左ボタン         を押すと温度の値が下がり、右ボタン         

を押すと温度の値が上がります。警告温度の値は 37℃～
42℃の範囲内で選択できます。（図 3-2を参照してください）

(4) 警告温度を選択したら、電源ボタン         を押すと決定し、
温度測定モードに戻ります。

2-6. 温度単位（℃ / ℉） の切り替え
・温度測定モードで         を短く押すと、温度単位を℃ / ℉ の
いずれかに切り替えることができます
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図  3-4
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3-2. F2 温度補正値の設定
この製品では、±2.0℃の範囲で温度補正値を設定する
ことができます。
(1)          を 3秒間長押ししてメニュー設定に入ります。
(2) 左右のボタン                     を押して図 3-3のように、【F2】を表
示させ、           を押してサブメニューに入ります。

(3) 左ボタン           を押すと温度の値が下がり、右ボタン           を
押すと温度の値が上がります。温度補正値は ±2.0℃の範囲
内で選択できます（図 3-4を参照してください）。

(4) 温度補正値の選択が終わったら、電源ボタン           を押すと
決定し、温度測定モードに戻ります。

3-3. F3 言語の設定
この製品では、12か国語から音声の言語を選択できま
す。
(1)           を 3秒間長押ししてメニュー設定に入ります。
(2) 左右のボタン                を押して図 3-5のように、【F3】を表
示させ、         を押してサブメニューに入ります。

ー 9 ー



wtw
.jp

cFM

M
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(3) 左ボタン           を押すと前の言語、右ボタン           を押すと次
の言語に切り替わります。音声を LA01～ LA12 の 12か国
語から選択できます (図 3-6参照 )。

(4) 音声言語の選択が終わったら、電源ボタン           を押すと決
定し、温度測定モードに戻ります。

音声言語の対照表
LA01:中国語 LA02:英語 LA03:日本語
LA04:韓国語 LA05:ドイツ語 LA06:イタリア語
LA07:フランス語 LA08:スペイン語 LA09:ロシア語
LA10:アラビア語 LA11:ヒンディー語 LA12:ポルトガル語

3-4. F4 音量の設定
この製品では、音量を 8段階から選んで調節することが
できます。
(1)           を 3秒間長押ししてメニュー設定に入ります。
(2) 左右のボタン                      押して図 3-7のように、【F4】を表示
させ、         を押してサブメニューに入ります。

(3) 左ボタン           を押すと音量が下がり、右ボタン           を押す
と音量が上がります。音量は VOL0～ VOL8の範囲内で選
択できます（図 3-8を参照してください）。
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図  3-8
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図  3-10
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(4) 音量の選択が終わったら、電源ボタン           を押すと決定し、
温度測定モードに戻ります。

※ (3)で           を押さずに電源ボタン           を押すと、設定を変
更せずに温度測定モードに戻ります。

3-5. F5 データの消去・設定のリセット
(1)           を 3秒間長押ししてメニュー設定に入ります。
(2) 左右のボタン                      を押して図 3-9のように、【F5】を表
示させます。

(3) もうー度            を押すと、温度測定履歴データ・計数データ
が消去され、本製品の設定（警告値・補正値・言語設定・
音量設定）が工場出荷時の初期設定に戻り（図 3-10を参照）、
温度測定モードに戻ります。

★ 言語の設定が【英語】になりますので、必要に応じて【3-3 F3 
言語の設定】で言語を設定しなおしてください。
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